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和
声
学
事
始
メ
！
ソ
ン
の
和
声
学
教
育
に
関
す
る
新
資
料
紹
介
藤
原
義
久
第第第
東
西
二
洋
ノ
音
楽
ヲ
折
衷
シ
テ
新
曲
ヲ
作
ル
事
将
来
国
楽
ヲ
興
ス
ベ
キ
人
物
ヲ
養
成
ス
ル
事
諸
学
校
二
音
楽
ヲ
実
施
ス
ル
事
和声学事始1
…
…
を
目
標
に
、
音
楽
取
調
掛
が
設
置
さ
れ
た
の
は
明
治
十
二
年
十
月
、
そ
し
て
翌
年
三
月
、
「
東
西
二
洋
」
の
一
方
、
西
洋
音
楽
の
基
礎
を
教
授
す
べ
く
、
ア
メ
リ
カ
人
音
楽
教
師
ル
ー
サ
ー
・
ホ
ワ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
メ
：
ソ
ン
（
一
八
二
八
～
九
六
年
）
が
取
調
掛
に
着
任
す
る
。　
「
…
…
西
洋
音
楽
ノ
理
ヲ
知
リ
又
此
ノ
知
識
モ
テ
西
洋
ト
日
本
ノ
音
楽
ヲ
折
衷
シ
我
二
適
応
ス
ヘ
キ
歌
共
ヲ
編
輯
シ
我
国
楽
ヲ
興
ス
ニ
尽
力
ス
ル
人
…
：
」
ω
と
し
て
招
聰
さ
れ
た
彼
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
唱
歌
教
材
を
教
育
的
配
慮
の
も
と
に
系
統
だ
て
、
そ
れ
を
〈
音
楽
掛
図
〉
と
し
て
具
体
化
、
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
市
及
び
ボ
ス
ト
ン
府
に
お
い
て
実
地
に
応
用
、
優
れ
た
教
育
的
、
又
音
楽
的
効
果
を
あ
げ
て
い
た
。
2
　
こ
の
よ
う
な
実
績
に
も
と
づ
き
、
有
能
な
音
楽
教
育
家
と
認
め
ら
れ
て
い
た
彼
は
、
近
代
日
本
が
音
楽
教
育
を
ゼ
ロ
か
ら
出
発
さ
せ
よ
う
と
す
る
時
に
あ
っ
て
、
ま
ず
は
適
格
な
人
材
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
　
，
　
と
こ
ろ
で
、
西
洋
音
楽
の
基
本
的
特
質
を
「
組
織
さ
れ
た
多
声
性
」
②
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ
を
最
も
端
的
に
表
象
す
る
音
楽
分
野
を
和
声
学
と
す
る
な
ら
、
メ
ー
ソ
ン
は
ど
の
よ
う
な
和
声
教
育
を
音
楽
取
調
掛
に
お
い
て
行
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
小
論
で
は
、
発
見
さ
れ
た
新
資
料
、
お
よ
び
従
来
の
記
録
に
よ
っ
て
そ
の
点
を
考
察
、
あ
わ
せ
て
新
資
料
発
見
に
よ
っ
て
生
じ
た
二
、
三
の
疑
問
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
も
っ
と
も
疑
問
が
全
て
氷
解
す
る
程
の
資
料
は
、
今
だ
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
私
自
身
今
後
の
課
題
と
し
て
研
究
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
　
さ
て
、
前
掲
し
た
三
つ
の
大
目
標
が
記
載
さ
れ
て
い
る
重
要
な
文
書
、
明
治
十
二
年
十
月
三
十
日
、
音
楽
取
調
御
用
掛
伊
沢
修
二
が
文
部
卿
寺
島
宗
則
に
上
申
し
た
「
音
楽
取
調
二
付
見
込
書
」
③
の
中
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。
　
「
音
楽
ヲ
学
ブ
ノ
法
ニ
ア
リ
甲
ハ
音
楽
ノ
理
論
ヲ
学
プ
者
ニ
シ
テ
物
理
学
中
ノ
一
科
タ
リ
乙
ハ
音
楽
ノ
実
用
ヲ
学
ブ
者
ニ
シ
テ
美
術
中
ノ
一
芸
ナ
リ
理
論
ト
実
用
ト
両
得
兼
備
ス
ベ
キ
ハ
固
ヨ
リ
音
楽
家
ノ
本
分
ナ
リ
ト
難
ド
モ
限
リ
ア
ル
ノ
時
間
ト
才
力
ト
ヲ
以
テ
限
リ
ナ
キ
学
芸
二
応
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ガ
故
二
通
常
ノ
音
楽
家
ハ
専
ラ
音
楽
ノ
芸
ヲ
学
ビ
理
論
ハ
唯
其
一
班
ヲ
窺
フ
ノ
、
、
、
　
今
若
干
ノ
生
徒
ヲ
養
成
ス
ル
ニ
当
リ
テ
ハ
固
ヨ
リ
教
養
ノ
完
備
ヲ
翼
望
ス
ル
ト
錐
ド
モ
其
本
来
ヲ
錯
ラ
ザ
ル
ヲ
要
ス
故
二
先
ヅ
音
楽
ノ
芸
ヲ
学
．
ハ
シ
ム
ル
ヲ
専
務
ト
シ
理
論
ノ
如
キ
ハ
多
年
ノ
後
二
譲
ル
ベ
シ
」
　
伊
沢
修
二
が
く
理
論
V
な
る
言
葉
を
、
音
響
学
や
音
律
論
の
よ
う
な
純
理
論
的
分
野
に
限
定
し
て
使
用
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
和
声
学
や
対
位
法
、
ま
た
管
弦
楽
法
の
よ
う
な
作
曲
理
論
ま
で
包
括
す
る
も
の
と
考
え
た
の
か
、
今
と
な
っ
て
は
判
然
と
し
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
音
楽
取
調
掛
生
徒
H
伝
習
生
を
募
集
し
て
後
の
約
一
年
間
、
す
な
わ
ち
明
治
十
四
年
九
月
ま
で
は
、
理
論
系
の
教
育
は
ほ
ど
こ
さ
れ
な
か
っ
た
。
前
年
の
九
月
に
出
さ
れ
た
「
音
楽
伝
習
所
規
則
」
ω
又
十
四
年
三
月
の
「
音
楽
伝
習
規
則
追
加
」
㈲
に
よ
れ
ぽ
、
こ
の
間
の
3和声学事始
一
年
は
唱
歌
と
ピ
ア
ノ
の
初
歩
、
そ
れ
に
唱
歌
教
授
法
の
み
が
実
際
の
授
業
課
目
で
あ
．
た
。
　
「
先
ズ
音
楽
ノ
芸
」
を
学
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
次
義
々
の
是
ふ
れ
る
の
は
・
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
「
立
・
監
開
申
書
類
明
治
＋
四
年
」
の
＋
三
丁
に
あ
る
菩
楽
伝
翼
則
」
で
あ
る
・
・
の
嘉
は
次
に
ふ
れ
る
「
音
叢
調
所
授
諜
目
」
の
下
案
と
で
も
い
う
べ
茎
日
類
で
、
＋
四
年
秋
以
後
開
講
す
べ
き
授
業
課
目
・
お
よ
び
そ
の
内
容
が
簡
単
に
列
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
．
・
の
中
で
は
、
長
年
生
⑥
の
カ
リ
キ
、
一
つ
．
ム
と
し
て
、
次
の
九
つ
の
授
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
、
一
・
高
篭
歌
二
・
胡
弓
三
・
箏
四
・
認
駿
五
、
洋
琴
六
、
唱
歌
温
習
七
、
和
声
学
嚢
八
、
唱
歌
教
授
法
九
、
複
習
。
以
上
九
項
目
の
内
・
こ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
七
番
目
の
和
声
学
嚢
に
は
、
コ
週
三
時
但
一
堅
時
ツ
ツ
三
和
立
日
転
回
法
及
諸
和
絃
進
行
ノ
理
等
」
と
い
う
内
容
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
．
こ
の
案
が
具
体
化
さ
れ
・
一
週
間
の
時
間
割
と
し
て
定
着
し
た
も
の
が
、
明
治
＋
四
年
＋
月
＋
八
日
付
で
伊
沢
修
二
か
ら
文
部
卿
福
岡
孝
悌
に
提
出
さ
れ
た
・
「
別
紙
本
所
髪
課
目
左
琴
以
・
ア
奢
へ
着
嵜
然
哉
」
で
始
ま
る
そ
の
「
立
・
叢
調
所
授
諜
目
」
の
火
．
木
・
土
曜
日
、
和
声
学
講
義
の
部
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
火
曜
日
　
　
　
　
　
　
　
取
調
掛
及
ヒ
　
午
後
一
時
ヨ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
師
メ
ー
ソ
ン
　
　
　
　
　
　
　
助
教
　
　
　
　
午
後
二
時
マ
テ
和
声
学
講
義
　
　
木
曜
日
和
声
学
講
義
　
　
土
曜
日
和
声
学
講
義
鵬
獲
ヒ
雛
扁
弼
教
師
・
－
ソ
ン
鑛
掛
及
ヒ
輸
サ
奪
堺
ヨ
リ
教
師
・
－
ソ
ソ
4
こ
こ
に
、
系
統
的
な
和
声
教
育
が
い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
の
音
楽
取
調
掛
に
関
す
る
最
も
信
頼
性
あ
る
二
つ
の
文
献
、
遠
藤
宏
著
『
明
治
音
楽
史
考
』
⑧
と
、
東
京
芸
術
大
学
音
楽
取
調
掛
研
究
班
編
『
音
楽
教
育
成
立
へ
の
軌
跡
』
⑨
の
中
で
は
、
メ
ー
ソ
ン
の
和
声
学
講
義
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
問
題
に
す
べ
き
、
歴
史
的
流
れ
に
関
す
る
記
述
を
引
用
し
て
み
る
こ
と
に
し
ょ
う
。
　
『
明
治
音
楽
史
考
』
　
　
A
、
「
十
四
年
秋
か
ら
の
授
業
の
状
態
は
、
幹
事
内
田
彌
一
が
『
音
楽
指
南
』
（
『
≦
・
竃
器
。
『
↓
冨
Z
国
ま
轟
一
ヨ
⊆
ω
ざ
↓
魯
6
冨
「
内
田
訳
）
を
講
義
し
、
取
調
掛
山
勢
松
韻
、
助
教
中
村
専
が
箏
胡
弓
を
教
授
、
メ
ー
ソ
ン
教
師
は
洋
琴
、
唱
歌
、
高
等
唱
歌
、
和
声
学
を
担
当
し
、
監
事
芝
葛
鎮
、
山
勢
松
韻
は
調
弦
教
授
を
行
っ
た
。
」
α
Q
　
　
B
、
「
本
邦
教
育
的
音
楽
の
上
に
偉
大
な
功
績
の
あ
っ
た
メ
ー
ソ
ソ
教
師
の
調
査
書
が
、
明
治
二
十
八
年
高
等
師
範
学
校
長
嘉
納
治
五
郎
の
諮
問
に
よ
っ
て
、
芝
葛
鎮
、
奥
好
義
、
上
原
六
四
郎
、
上
真
行
、
辻
則
承
、
高
嶺
専
子
（
旧
姓
中
村
）
、
加
藤
錦
子
、
鳥
居
枕
の
諸
氏
が
作
製
し
た
。
ー
中
略
　
　
さ
て
こ
れ
は
メ
ー
ソ
ン
叙
勲
に
必
要
の
調
査
書
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
瞭
で
、
翌
二
十
九
年
に
は
勲
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
等
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
書
は
前
に
も
引
用
し
た
が
、
史
実
に
多
分
の
誤
り
が
あ
る
で
訂
正
を
し
な
が
ら
紹
介
し
た
い
。
⑪
1
中
略
－
全
文
は
「
東
京
音
楽
学
校
同
声
会
雑
誌
」
第
五
号
（
明
治
三
十
年
前
期
）
に
転
載
さ
れ
て
い
る
。
　
公
務
に
関
す
る
功
績
　
一
、
明
治
十
三
年
来
朝
以
来
…
…
…
以
下
略
　
一
、
諸
学
校
教
授
…
…
…
以
下
略
　
一
、
和
声
学
の
特
別
講
義
。
　
聴
講
者
は
助
教
上
、
奥
、
辻
、
東
儀
彰
質
（
亡
）
鳥
居
の
五
名
で
あ
っ
た
。
」
¢
a
　
『
音
楽
教
育
成
立
へ
の
軌
跡
』
　
　
A
、
「
…
…
十
四
年
十
月
十
八
日
付
で
編
成
さ
れ
た
「
音
楽
取
調
掛
伝
習
教
則
」
は
、
初
め
て
授
業
案
と
呼
ぼ
れ
る
に
ふ
ざ
わ
し
い
書
き
方
で
伝
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
表
し
て
い
る
。
ー
中
略
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
毎
週
三
回
各
一
時
間
ず
つ
和
声
講
義
が
数
名
の
取
調
掛
員
と
助
教
を
対
象
に
し
て
行
な
わ
れ
、
こ
の
教
授
に
は
メ
ー
ソ
ソ
が
あ
た
っ
て
い
る
。
和
声
講
義
が
伝
習
生
で
な
く
、
伝
習
生
を
指
導
す
る
側
の
取
調
掛
員
や
助
教
達
を
対
象
に
与
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
の
事
実
は
、
歩
み
は
じ
め
た
ぼ
か
り
の
音
楽
取
調
掛
の
実
状
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
」
0
3
　
　
　
　
　
（
3
）
　
文
中
、
〈
助
教
〉
と
な
っ
て
い
る
部
分
に
は
、
次
の
よ
う
な
注
釈
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
　
「
注
3
、
遠
藤
宏
『
明
治
音
楽
史
考
』
（
昭
和
二
十
三
年
）
に
よ
る
と
上
真
行
、
奥
好
義
、
辻
則
承
、
東
儀
彰
質
、
鳥
居
枕
の
五
名
で
あ
る
。
」
0
4
　
　
B
、
「
…
…
メ
ー
ソ
ソ
が
教
材
と
し
て
用
い
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
出
巳
冨
戸
冒
げ
昌
勺
《
評
Φ
一
〇
鑓
ヨ
ヨ
胃
o
＝
≦
g
ω
旨
巴
＝
舞
ヨ
o
塁
一
。
。
認
で
あ
る
。
こ
の
本
は
翌
十
五
年
五
月
に
は
瀧
村
小
太
郎
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
『
西
洋
音
楽
調
和
用
法
』
と
名
付
け
ら
れ
、
音
楽
取
調
掛
の
和
声
教
科
書
と
し
て
こ
れ
以
後
使
わ
れ
た
。
」
0
9
　
以
上
で
、
保
存
さ
れ
て
い
る
資
料
、
公
に
さ
れ
た
文
献
の
引
用
を
終
り
、
次
に
、
新
し
く
発
見
さ
れ
た
資
料
の
紹
介
、
さ
ら
に
そ
の
新
資
料
が
、
あ
た
か
も
所
を
得
な
い
ジ
グ
ゾ
ー
パ
ズ
ル
の
幽
片
の
よ
う
に
、
従
来
の
音
楽
史
文
献
と
な
か
な
か
し
っ
く
り
し
な
い
点
を
考
察
し
て
み
た
い
。
5和声学事始
　
新
資
料
は
、
こ
の
小
論
の
中
で
す
で
に
二
度
程
名
前
の
あ
が
っ
た
女
性
、
明
治
十
四
年
秋
当
時
、
音
楽
取
調
掛
助
教
の
地
位
に
あ
っ
た
中
村
専
ー
結
婚
後
高
嶺
専
子
と
な
る
　
　
が
残
し
た
一
冊
の
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
　
タ
テ
約
一
九
・
五
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
約
十
ニ
セ
ソ
チ
の
小
さ
な
ノ
ー
ト
の
内
容
は
、
メ
ー
ソ
ソ
の
和
声
学
講
義
を
九
十
五
ペ
ー
ジ
に
わ
た
6
っ
て
英
語
α
臼
で
筆
記
し
た
も
の
で
、
講
義
内
容
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
講
義
の
行
な
わ
れ
た
日
、
時
間
、
場
所
ま
で
も
明
記
さ
れ
た
極
め
て
資
料
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
　
こ
の
貴
重
な
ノ
ー
小
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
私
の
手
元
に
届
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
小
論
の
最
後
で
感
謝
の
念
と
共
に
詳
し
く
述
ぺ
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
は
そ
の
内
容
の
概
略
を
紹
介
し
、
論
を
先
に
進
め
た
い
と
思
う
。
　
ノ
ー
ト
の
構
成
は
、
ま
ず
第
一
ペ
ー
ジ
に
ロ
ー
マ
字
で
ω
Φ
コ
Z
鋤
冨
ヨ
⊆
錘
の
署
名
、
及
び
ノ
ー
ト
の
使
い
は
じ
め
の
日
ω
8
ρ
H
①
匪
H
。
。
◎
。
一
、
す
な
わ
ち
明
治
十
四
年
九
月
十
六
日
の
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
ペ
ー
ジ
あ
け
た
次
に
、
お
そ
ら
く
メ
ー
ソ
ソ
が
授
業
の
冒
頭
で
（
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
）
予
告
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
二
十
一
回
分
の
講
義
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
〈
い
①
o
ε
月
V
の
標
記
の
も
と
に
、
第
一
回
か
ら
二
十
一
回
ま
で
一
括
し
て
列
記
さ
れ
て
い
る
。
講
義
は
だ
い
た
い
予
定
通
り
二
十
一
回
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ま
ず
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
ド
o
o
ε
「
⑦
Z
o
ド
Z
o
N
°
Z
o
ω
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o
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．
Z
o
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①
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①
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⇒
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↓
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仲
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⇒
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〇
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①
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O
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ω
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①
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ユ
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①
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①
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h
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①
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目
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Z
簿
ξ
巴
勾
o
冨
ユ
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h
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ユ
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Z
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℃
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「
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σ
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「
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⇒
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仲
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↓
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①
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仲
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仲
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g
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o
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6
7
0
戦
山
ω
四
昌
α
】
≦
冒
O
「
一
＝
ロ
ω
昏
ロ
諏
o
p
鵠
母
ヨ
〇
三
〇
≡
器
窪
餌
二
〇
昌
o
｛
≦
o
a
↓
冨
昌
ω
℃
o
ω
三
〇
量
】
≦
o
匹
三
9
ユ
o
ジ
↓
お
霧
凶
島
σ
p
田
o
§
o
昌
δ
蔓
幻
o
≦
Φ
≦
o
h
＝
四
「
巳
o
巳
Φ
ω
゜
　
　
　
国
昌
α
　
さ
て
、
以
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
際
に
講
義
さ
れ
た
の
は
、
明
治
十
四
年
九
月
十
五
日
木
曜
日
、
午
後
一
時
か
ら
で
あ
っ
た
。
（
…
…
と
い
う
こ
と
は
、
第
一
回
目
の
講
義
が
終
っ
た
翌
日
、
中
村
専
は
新
し
い
ノ
ー
ト
を
開
い
て
前
日
の
講
義
内
容
を
清
書
、
次
回
か
．
ら
の
講
義
に
そ
な
え
た
と
推
測
さ
れ
る
。
）
　
講
義
が
行
な
わ
れ
た
場
所
は
、
　
］
≦
二
ω
8
ω
o
プ
一
゜
＝
8
σ
q
o
又
別
の
日
に
は
ζ
房
ざ
＝
僧
一
一
゜
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
間
違
い
な
く
、
当
時
の
音
楽
取
調
掛
が
あ
っ
た
本
郷
の
校
舎
、
入
口
を
入
っ
て
左
側
の
突
き
当
た
り
、
約
二
十
坪
の
奏
楽
堂
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
．
九
月
十
五
日
以
降
の
講
義
日
は
、
九
月
十
七
日
（
土
）
、
二
十
二
日
（
木
）
、
二
十
四
日
．
（
土
）
、
二
十
七
日
ハ
火
）
、
二
十
九
日
（
木
）
、
8
十
月
「
日
（
土
）
、
四
日
（
火
）
、
八
日
（
土
）
、
二
十
二
日
（
土
）
、
二
十
五
日
（
火
）
、
二
十
七
日
（
木
）
、
二
十
九
日
（
土
）
、
十
一
月
一
日
（
火
）
、
十
二
日
（
土
）
、
十
五
日
（
火
）
、
十
九
日
（
土
）
、
二
十
四
日
（
木
）
、
二
十
六
日
（
土
）
、
二
十
九
日
（
火
）
、
十
二
月
一
日
（
木
）
の
二
十
一
回
と
な
っ
て
い
る
。
時
間
的
に
は
「
音
楽
取
調
掛
授
業
課
目
」
で
決
め
ら
れ
た
と
お
り
火
・
木
曜
日
は
午
後
一
時
か
ら
、
土
曜
日
は
午
前
十
一
時
（
こ
れ
は
時
間
割
よ
り
十
五
分
早
い
）
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
曜
日
も
時
間
る
「
音
楽
取
調
所
授
業
課
目
」
の
記
載
と
一
致
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
ノ
ー
ト
が
十
四
年
秋
の
和
声
学
講
義
を
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
の
は
確
実
で
あ
る
。
と
す
れ
ぽ
、
さ
ら
に
、
和
声
学
講
義
が
文
部
省
に
提
出
さ
れ
た
書
類
よ
り
も
早
い
時
期
、
九
月
に
開
始
さ
れ
十
二
月
ま
で
続
い
た
こ
と
が
明
瞭
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
次
に
音
楽
的
内
容
の
概
観
で
あ
る
が
、
ま
ず
最
初
に
気
づ
く
重
要
な
点
は
、
和
声
学
講
義
が
文
字
ど
お
り
音
程
や
和
音
、
和
声
進
行
に
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
つ
い
て
の
講
義
で
あ
り
、
現
在
の
我
々
が
受
け
る
よ
う
な
和
声
法
の
実
習
的
教
育
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ノ
ー
ト
に
筆
記
さ
れ
た
内
容
の
時
間
的
配
分
か
ら
考
え
て
、
も
し
実
際
的
な
パ
ス
課
題
や
ソ
プ
ラ
ノ
課
題
を
受
講
者
が
解
答
し
、
メ
ー
ソ
ン
が
そ
れ
を
添
削
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
授
業
時
間
外
に
行
な
わ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
…
…
と
推
測
し
た
方
が
妥
当
の
よ
う
で
あ
る
。
　
し
た
が
っ
て
時
間
内
に
は
、
三
和
音
に
基
本
型
が
、
ま
た
転
回
型
が
〈
存
在
す
る
こ
と
〉
は
講
義
さ
れ
て
も
、
そ
の
作
曲
法
的
な
運
用
の
指
導
ま
で
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
た
と
え
ぽ
第
十
回
目
で
講
義
さ
れ
た
「
九
の
和
音
」
を
例
に
と
る
な
ら
、
メ
ー
ソ
ン
は
ハ
調
長
音
階
上
に
構
築
さ
れ
る
七
種
の
九
の
和
音
と
、
属
九
の
和
音
の
基
本
型
及
び
そ
の
四
種
の
転
回
型
を
譜
例
と
し
て
示
し
、
あ
と
は
た
だ
「
普
通
は
属
九
の
和
音
の
み
が
音
楽
で
使
用
さ
れ
る
」
と
解
説
し
、
次
の
十
一
回
目
に
予
定
さ
れ
て
い
る
勺
鋤
ω
ω
ぎ
α
Q
2
0
8
へ
と
説
明
を
移
し
て
い
る
。
　
し
か
し
こ
れ
は
、
二
十
一
回
と
い
う
時
間
的
制
約
、
ま
た
、
西
洋
音
楽
を
受
け
入
れ
始
め
た
ば
か
り
の
我
が
国
の
音
楽
的
実
力
を
考
慮
す
れ
ぽ
、
当
然
の
内
容
と
も
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
結
果
的
に
は
、
和
声
学
講
義
と
い
う
よ
り
も
、
楽
典
、
あ
る
い
は
音
楽
通
論
の
講
、
義
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
程
度
の
も
の
で
あ
う
た
α
　
ゆ
え
に
、
筆
記
さ
れ
た
説
明
の
内
容
、
譜
例
か
ら
判
断
す
る
か
ぎ
り
、
『
音
楽
教
育
成
立
へ
の
軌
跡
』
の
「
…
…
メ
ー
ソ
ソ
が
教
材
と
し
て
用
い
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
閏
巳
貯
互
冒
ゴ
昌
勺
《
界
①
”
O
冨
ヨ
日
胃
〇
二
く
冒
忽
8
一
＝
母
ヨ
o
⇒
《
で
あ
る
。
」
（
前
掲
5
頁
）
と
い
う
指
摘
は
、
〈
教
材
〉
な
る
言
葉
を
、
最
も
広
義
に
解
釈
し
て
の
み
有
効
で
あ
ろ
う
。
比
較
の
為
に
O
「
⇔
ヨ
ヨ
母
o
h
］
≦
二
臨
o
巴
出
四
噌
日
o
ロ
《
の
O
o
霞
ω
①
o
h
国
×
①
容
冨
Φ
ω
㈲
及
び
そ
の
訳
書
「
西
洋
音
楽
調
和
用
法
」
0
3
を
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
方
が
作
曲
技
法
的
に
は
は
る
か
に
有
用
な
和
声
学
書
で
あ
り
、
そ
の
程
度
も
高
い
。
前
に
あ
げ
た
属
九
の
和
音
を
例
に
と
る
な
ら
、
こ
ち
ら
の
中
で
は
、
九
度
、
七
度
等
、
問
題
に
な
る
不
協
和
音
程
の
処
理
方
法
が
、
様
々
な
譜
例
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
　
し
か
し
メ
ー
ソ
ン
は
そ
の
よ
う
な
譜
例
を
提
示
ぜ
ず
、
個
々
の
和
音
に
関
す
る
概
説
の
み
で
講
義
を
進
め
た
。
こ
れ
は
彼
が
O
鑓
ヨ
ヨ
胃
o
h
ζ
ロ
ω
陣
8
一
出
霞
ヨ
o
ミ
を
参
考
資
料
と
し
て
活
用
し
た
と
し
て
も
、
直
接
の
教
科
書
と
し
て
は
利
用
し
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
　
全
体
二
十
八
章
か
ら
な
る
こ
の
参
考
書
と
、
メ
ー
ソ
ン
の
講
義
内
容
の
詳
細
な
比
較
検
討
は
、
枚
数
の
関
係
か
ら
次
の
機
会
に
ゅ
ず
る
と
し
て
、
次
に
、
こ
の
ノ
ー
ト
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
二
、
三
の
疑
問
点
に
ふ
れ
て
み
た
い
。
9和声学事始
　
ま
ず
、
最
大
の
疑
問
は
中
村
専
が
受
講
し
た
和
声
学
講
義
以
外
に
、
メ
ー
ソ
ソ
が
特
別
な
和
声
学
講
義
を
し
た
か
し
な
い
か
…
…
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
『
明
治
音
楽
史
考
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
著
者
の
特
に
興
味
を
お
ぼ
え
る
事
柄
で
も
な
い
の
で
、
無
意
識
の
内
に
言
及
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
し
か
し
東
京
芸
術
大
学
研
究
班
は
、
「
注
3
」
と
し
て
『
明
治
音
楽
史
考
』
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
り
（
5
頁
参
照
）
、
明
治
十
四
年
秋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
の
講
義
が
、
取
調
掛
と
男
性
助
教
五
名
を
対
象
に
行
な
わ
れ
た
と
し
、
メ
ー
ソ
ソ
叙
勲
の
た
め
の
調
査
書
に
あ
る
特
別
講
義
と
同
一
の
も
10
の
で
あ
る
h
…
：
と
い
う
見
解
を
と
っ
た
。
　
と
す
る
と
、
中
村
専
の
ノ
ー
ト
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
　
ノ
ー
ト
を
と
っ
た
以
上
、
彼
女
が
メ
ー
ソ
ン
の
和
声
学
講
義
に
出
席
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
原
点
に
、
二
つ
の
仮
定
を
立
て
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
疑
問
を
箇
条
書
に
整
理
し
て
み
ょ
う
。
　
仮
定
一
、
彼
女
が
出
席
し
た
講
義
は
、
特
別
講
義
で
は
な
か
っ
た
。
　
　
疑
問
A
、
と
す
る
と
、
メ
ー
ソ
ツ
は
五
人
の
男
性
助
教
を
対
象
に
、
い
つ
、
ど
こ
で
く
特
別
V
講
義
を
し
た
か
。
私
の
調
べ
た
か
ぎ
り
、
こ
の
特
別
講
義
に
関
す
る
記
録
は
前
掲
し
た
叙
勲
用
調
査
書
の
一
項
の
み
で
、
今
の
と
こ
ろ
他
の
記
録
に
は
出
会
っ
て
い
な
い
。
　
　
疑
問
B
、
芸
大
研
究
班
が
”
普
通
”
講
義
と
”
特
別
”
講
義
を
同
一
視
し
た
根
拠
は
、
『
明
治
音
楽
史
考
』
一
四
五
頁
の
記
述
だ
け
な
の
か
、
そ
れ
と
も
他
に
な
に
か
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
　
仮
定
二
、
彼
女
が
出
席
し
た
講
義
は
特
別
講
義
で
あ
っ
た
。
　
　
疑
問
A
、
と
す
る
と
、
な
ぜ
『
明
治
音
楽
史
考
』
で
中
村
専
の
名
前
が
は
ぶ
か
れ
て
い
る
か
。
　
仮
定
二
の
疑
問
は
、
調
査
書
の
全
文
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
二
つ
の
疑
問
に
分
岐
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
未
だ
そ
の
全
文
を
検
討
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
全
文
の
内
容
が
ど
う
あ
れ
、
二
つ
の
疑
問
は
、
論
理
的
に
思
考
し
て
、
か
な
ら
ず
疑
問
と
し
て
残
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
　
一
、
調
査
書
に
中
村
の
名
は
記
載
さ
れ
て
い
た
。
　
　
の
　
遠
藤
宏
は
な
ぜ
彼
女
の
名
を
著
書
に
載
せ
な
か
っ
た
の
か
。
　
　
く
　
二
、
調
査
書
に
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
　
　
の
調
垂
・
作
響
ソ
バ
ゐ
天
、
高
嶺
専
子
は
、
な
ぜ
自
分
の
娘
時
代
の
記
録
を
正
確
に
伝
え
よ
う
と
し
な
か
・
た
の
か
・
　
以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
疑
問
に
対
し
、
現
時
点
で
確
答
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
私
自
身
今
後
の
課
題
と
し
て
資
料
の
探
求
、
及
び
前
後
関
係
の
調
査
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。
　
　
　
最
後
に
、
中
村
専
に
つ
い
て
、
ま
た
ノ
ー
ト
入
手
の
経
緯
に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
。
　
　
　
明
治
十
三
年
十
凋
、
音
楽
取
調
掛
が
文
部
省
に
提
出
し
た
最
初
の
伝
習
人
名
簿
の
ヰ
忙
、
「
中
村
専
（
東
京
府
士
族
中
村
清
行
長
女
　
　
十
七
年
九
ケ
月
）
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
の
記
録
を
見
る
か
ぎ
り
、
彼
女
は
最
初
の
伝
習
生
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
は
明
治
　
　
十
三
年
十
二
月
十
四
日
付
で
一
度
退
学
、
翌
十
四
年
春
に
再
度
入
学
す
る
と
い
う
、
や
や
複
雑
な
経
過
を
た
ど
っ
て
正
規
の
伝
習
生
と
な
　
　
っ
て
い
る
。
⑲
彼
女
が
半
年
の
間
に
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
か
、
そ
の
真
の
理
由
は
判
然
と
し
な
い
が
、
伝
習
生
と
な
っ
て
後
　
　
は
、
そ
の
抜
群
な
語
学
力
と
、
優
れ
た
音
楽
性
に
よ
っ
て
、
メ
！
ソ
ン
の
最
も
信
頼
す
る
弟
子
の
一
人
と
な
っ
た
。
事
実
、
入
学
し
た
年
　
　
の
秋
に
は
、
教
え
を
受
け
る
伝
習
生
の
立
場
か
ら
一
転
し
、
教
え
る
側
ー
助
教
に
な
っ
た
彼
女
を
記
録
の
上
に
見
い
出
す
。
前
掲
し
た
　
　
「
音
楽
取
調
所
授
業
課
目
」
月
・
水
・
金
曜
日
、
午
前
九
時
～
十
時
、
長
年
生
対
象
の
箏
・
胡
弓
教
授
担
当
者
の
と
こ
ろ
に
、
取
調
掛
山
　
　
勢
松
韻
と
助
教
中
村
専
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
女
が
優
れ
た
才
能
の
持
主
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
最
も
端
的
に
物
語
る
資
　
　
料
と
い
え
よ
う
。
　
　
　
さ
て
、
翌
明
治
十
五
年
、
明
治
の
教
育
界
に
大
き
な
功
績
を
残
す
こ
と
に
な
る
一
人
の
青
年
ー
高
嶺
秀
夫
の
と
こ
ろ
へ
専
は
嫁
ぐ
。
　
　
『
高
嶺
秀
夫
先
生
伝
』
⑳
の
中
で
は
、
そ
の
後
の
彼
女
の
生
涯
が
、
わ
ず
か
数
行
に
圧
縮
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
「
先
生
の
室
は
旧
豊
橋
藩
主
大
河
内
家
の
家
老
た
り
し
中
村
清
行
氏
の
女
に
し
て
、
名
を
せ
ん
子
と
い
ひ
、
明
治
十
五
年
一
月
先
生
に
鶉
嫁
し
、
三
男
二
女
を
挙
げ
ら
れ
た
り
。
性
敏
慧
に
し
て
貞
淑
、
内
助
の
功
、
訓
育
の
力
頗
る
著
し
。
実
に
先
生
の
家
庭
の
円
満
清
高
な
る
騨
゜
・
＜
模
襲
庭
と
称
せ
ら
れ
た
・
程
な
り
乾
惜
む
べ
k
夫
人
は
先
舞
去
の
一
年
董
則
よ
り
病
に
臥
k
先
生
の
覆
月
余
に
禾
　
し
て
亦
永
逝
せ
ら
れ
た
り
。
」
⑳
11　
　
　
逝
去
し
た
の
は
、
音
楽
取
調
掛
に
関
係
し
た
明
治
十
三
年
か
ら
数
え
て
約
三
十
年
、
明
治
四
十
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
12
　
伝
記
で
は
、
彼
女
の
記
録
に
続
い
て
、
彼
女
の
子
供
達
の
そ
の
後
の
消
息
が
簡
単
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
最
後
に
次
の
一
節
が
あ
る
。
　
「
次
女
敬
子
は
文
学
士
土
田
誠
一
氏
の
夫
人
と
な
れ
り
。
」
㈲
　
こ
の
土
田
敬
子
夫
人
は
明
治
三
十
一
年
八
月
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
母
専
が
死
去
し
た
時
は
ま
だ
十
二
才
の
少
女
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
少
女
敬
子
が
幼
い
頃
、
母
は
二
冊
の
小
型
の
ノ
ー
ト
（
一
冊
は
こ
の
小
論
で
紹
介
し
た
も
の
。
他
は
内
田
彌
一
の
「
音
楽
指
南
」
の
ノ
ー
ト
）
を
彼
女
に
渡
し
、
大
切
に
す
る
よ
う
に
と
言
い
お
い
た
そ
う
で
あ
る
。
敬
子
嬢
は
土
田
夫
人
と
な
っ
て
後
も
、
こ
の
二
冊
を
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
た
が
、
あ
く
ま
で
も
個
人
的
な
思
い
出
の
品
と
さ
れ
、
公
に
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
昭
和
五
十
三
年
、
敬
子
夫
人
が
他
界
さ
れ
、
子
息
土
田
国
保
氏
㈲
が
遣
品
を
整
理
さ
れ
た
時
、
二
冊
の
ノ
ー
ト
を
発
見
、
さ
ら
に
そ
の
ノ
ー
ト
の
内
容
に
興
味
を
も
っ
た
国
保
氏
四
男
恭
四
郎
君
が
、
そ
れ
を
学
習
院
へ
持
参
さ
れ
、
か
く
て
こ
こ
に
こ
の
小
論
が
書
か
れ
る
き
っ
か
け
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
　
音
楽
史
上
極
め
て
貴
重
な
こ
れ
ら
の
資
料
を
、
我
々
に
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
う
え
に
、
さ
ら
に
そ
の
資
料
に
関
す
る
研
究
を
お
許
し
下
さ
っ
た
土
田
家
の
方
々
、
と
り
わ
け
当
主
土
田
国
保
氏
に
は
、
心
か
ら
の
感
謝
を
表
し
た
い
と
思
う
。
　
最
後
に
、
関
連
資
料
を
検
討
す
る
際
、
『
音
楽
教
育
成
立
へ
の
軌
跡
』
の
資
料
整
理
を
多
大
な
忍
耐
を
も
っ
て
進
め
ら
れ
た
研
究
者
、
東
京
芸
術
大
学
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
の
森
節
子
氏
か
ら
、
数
々
の
御
教
示
を
受
け
た
こ
と
を
感
謝
と
共
に
付
記
し
た
い
。
　
土
田
恭
四
郎
君
が
、
学
習
院
の
音
楽
室
へ
こ
の
資
料
を
持
参
さ
れ
た
の
は
昭
和
五
十
五
年
－
一
九
八
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
彼
の
曽
祖
母
中
村
専
が
メ
ー
ソ
ン
の
講
義
を
筆
記
し
た
時
よ
り
数
え
て
、
奇
し
く
も
ち
ょ
う
ど
百
年
目
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
、
こ
の
小
論
を
終
り
た
い
と
思
う
。
一
九
八
一
年
　
晩
秋
13和声学事始
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注
「
我
公
学
二
唱
歌
ノ
課
ヲ
興
ス
ベ
キ
仕
方
二
付
私
ノ
見
込
書
」
　
目
賀
田
種
太
郎
著
　
「
音
楽
伝
習
所
飢
設
書
類
　
明
治
十
二
年
十
月
」
十
八
丁
、
（
東
京
芸
大
附
属
図
書
館
所
蔵
）
皆
川
達
夫
『
中
世
・
ル
ネ
サ
ソ
ス
の
音
楽
』
（
講
談
社
現
代
新
書
）
「
音
楽
取
調
所
書
類
　
明
治
十
二
年
」
三
十
八
丁
　
　
（
芸
大
所
蔵
）
「
回
議
書
類
　
明
治
十
三
年
上
」
十
九
丁
（
芸
大
所
蔵
）
「
音
監
開
申
書
類
　
明
治
十
四
年
」
一
丁
（
芸
大
所
蔵
）
「
音
監
開
申
書
類
　
明
治
十
四
年
」
十
一
丁
伝
習
生
心
得
書
の
中
の
伝
習
人
区
別
に
次
の
説
明
が
あ
る
。
　
「
伝
習
人
ハ
別
ケ
テ
ニ
種
ト
為
シ
一
ハ
長
年
生
一
ハ
少
年
生
ト
ス
長
年
生
ハ
伝
習
急
成
ヲ
期
シ
少
年
生
ハ
其
完
成
ヲ
期
ス
」
現
在
の
〈
楽
典
〉
に
あ
た
る
。
昭
和
二
十
三
年
発
行
　
有
朋
堂
昭
和
五
十
一
年
七
月
発
行
　
音
楽
之
友
社
『
明
治
音
楽
史
考
』
㌘
㊤
。
。
傍
点
は
藤
原
が
付
し
た
。
『
明
治
音
楽
史
考
』
や
一
濠
～
に
㎝
『
音
楽
育
教
成
立
へ
の
軌
跡
』
戸
ω
O
O
『
音
楽
教
育
成
立
へ
の
軌
跡
』
や
ω
Q
。
h
o
『
音
楽
教
育
成
立
へ
の
軌
跡
』
，
ω
謹
美
し
く
正
確
な
綴
り
の
英
譜
で
あ
る
が
、
文
法
葡
に
は
多
分
に
日
本
的
な
語
法
を
感
じ
る
。
14’
⑱紛¢①ag㈲㈱⑳
現
在
芸
大
図
書
館
に
は
α
o
霞
ω
Φ
o
輪
国
×
㊦
「
9
ω
①
ω
し
か
保
存
さ
れ
て
い
な
い
。
『
音
楽
教
育
成
立
へ
の
軌
跡
』
の
中
で
こ
の
訳
書
は
原
本
一
八
五
二
年
版
の
訳
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
著
者
前
書
の
訳
部
分
に
一
八
七
二
　
年
の
日
付
が
あ
る
の
で
、
原
本
は
一
八
七
二
年
版
で
あ
ろ
う
。
「
本
省
各
局
往
復
書
類
　
明
治
十
三
年
四
月
1
ー
十
五
年
六
月
」
五
十
三
丁
、
百
十
六
丁
、
（
芸
大
所
蔵
）
発
行
者
　
高
嶺
秀
夫
先
生
記
念
事
業
会
　
大
正
十
年
十
二
月
発
行
　
　
培
風
館
『
高
嶺
秀
夫
先
生
伝
』
7
旨
①
～
一
謡
『
高
嶺
秀
夫
先
生
伝
』
，
一
刈
刈
現
防
衛
大
学
長
主
要
参
考
文
献
・
文
書
綴
9
1
2
「
本
省
各
局
往
復
書
類
」
（
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
・
文
書
綴
1
3
　
「
音
監
開
申
書
類
」
（
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
館
書
所
蔵
）
・
音
楽
取
調
掛
時
代
　
「
所
蔵
目
録
　
②
　
文
書
綴
」
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
　
一
九
七
〇
年
・
遠
藤
宏
『
明
治
音
楽
史
考
』
　
有
朋
堂
　
昭
2
3
・
東
京
芸
術
大
学
音
楽
取
調
掛
研
究
班
編
『
音
楽
教
育
成
立
へ
の
軌
跡
ー
音
楽
取
調
掛
資
料
研
究
』
音
楽
之
友
社
・
一
・
”
＝
巳
一
旦
著
『
西
洋
音
楽
調
和
用
法
』
瀧
村
小
太
郎
訳
　
　
（
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
。
三
宅
米
吉
／
下
村
三
四
吉
編
述
『
高
嶺
秀
夫
先
生
伝
』
培
風
館
　
大
1
0
昭
5
1
